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In this study, in-situ IR measurements of bridgmanite single crystal were conducted up to 20 GPa. 

Wavenumber of OH bands of ~3390 cm-1 is decreasing with increasing pressure.  

1. はじめに 

無水鉱物中に水は OH 基として取り込まれ、極微量でも鉱物物性に大きな影響を与える。

この物性の変化は鉱物中の水素位置と密接に関係すると考えられ、無水鉱物中の水素位置に

関する研究が行われている。しかしながら、その多くは大気圧下の水素位置を基に議論され、

高圧条件下における無水鉱物中の水素位置の変化に言及した例は限られている。そこで、本

研究では高圧下でブリッジマナイト単結晶の IR その場観察を行い、IR スペクトルの圧力変化

を観察することを試みた。 

2. 実験手法 

その場 IR 測定には高圧発生装置としてダイヤモンドアンビルセル(DAC)を用いた。試料に

は合成した(Mg,Fe)SiO3-ブリッジマナイト単結晶を用いた。ブリッジマナイト単結晶の c 軸が

赤外光に対して平行方向となるように試料室内に設置した。圧力媒体には赤外光に対して透

明な KBr を用いた。圧力測定にはルビー蛍光法[1]を用い、圧力条件は 0.6～20 GPa の範囲で

ある。 

3. 結果 

加減圧過程でのブリッジマナイトの IR スペ

クトルを Fig. 1 に示す。、～3390 cm-1の OH バン

ドは圧力とともに大きく低波数側へシフトする

ことが観察された。また、この圧力依存性は含

水ウォズレアイトの同程度波数のものと同程度

であることが明らかとなった。また、今回観察

された OH バンドは b 軸にそろっていることが

単結晶の IR 測定から明らかとなった。 
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Figure 1. Pressure dependence of IR spectra of 

hydrous bridgmanite using DAC 
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